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一人ひとりの自主活動 だれでも参加できます 

活 動：月２回(第二木曜日・第四金曜日)（雨天は小雨でも中止） 
コース：帝京大学付属病院北詰・御成橋たもと → 金沢橋 

  問合せ・連絡先：090-8646-9757木村松夫 com-matchan@hotmail.co.jp 
 

5/26の石神井川緑道観

察。まだ５月なのに、野の

花の世界では春はもう過ぎ

去っていました。２週間前

のレポートではハルジオン

が盛りだったのですが、こ

の日はすっかりヒメジ

ョオンと入れ替わってい

ました。これはこれで美し

いものですが・・・。 

ナガミヒナゲシ

（下の右）は少しばかりの

遅れ花を残して、実の状

態。この中におびただしい数の種子が出来ていて、それが飛び散ってあたり一面がこの種に占有

されてしまうので問題になっている植物ですが、海底の砂から顔を出すアナゴみたいです。 

←こちらは野

生化したニ

ラの花と、

その基に集ま

っている黒く

丸い実。しっ

かり見ると、

これも面白い

形です。 

2023 年７月までの石神井川観察は、6/8（木）、6/23（金）、7/13（木）、7/28（金） 

9ː30JR 社宅前街路の観察 10:00 帝京大学病院北側の御成橋たもとから再出発 

 

 

 



 

←１年中咲いて

いるノゲシ

ですが、一つの

株が咲き続けて

いるわけではあ

りません。草は

時期が来れば枯

れるものです。

左は冬の間から

花を付けて、背

丈を伸ばした古

株のノゲシ。も

うすぐ枯れる気

配。これと入れ替わるように、新しい株が新鮮な葉を伸ばしていました（右）。

花も小さく、すぐしぼんでしまうようですが、これまでは、１年１回、春に

新しい株が出てきたのに、近年では古株が枯れてから新株に花を付ける間

の期間がなくなっているので、１年中咲いているように見えるのです。 

←イヌムギも最近は１年間で３回も生え変わるようになりました。 

 

 

帝京大学病院前の新し

く整備された遊歩道では

ソメイヨシノの植え込み

の下の草は１本残らず刈り取られてしまいました

が、ここのところ、少しずつ野草が復活。 

中でもすごいのはハキダメギク。本葉が

まだ数枚しか伸びていなくて、草高も５㎝に満た

ない芽生えの状態なのに、きちんと花を咲かせて

います。十分に生長するまで待って開花しようと

思っても、また草刈りに遭って根こそぎにされた

ら絶滅してしまうので、とにかく早いうちに花を

咲かせようという種の保存本能が働いているのかもしれません。 



 

つる性でいろいろな植物に絡みつくので嫌

われ者のヤブガラシですが、その花には

甘い蜜があり昆虫がそれを吸って生きていま

す。昆虫などの小動物にとって蜜を吸ったり

葉を食べたり、あるいは身体を休める場所に

したり、植物は様々な役割を持っていて、し

かも動物にとって好みの植物は多種多様。だ

から、緑道の植え込みの下に生えてくる野草

も雑多なままに残していおかなければならな

いのです。 

それなのに、地肌もろ出しの草刈り（右下）。「まちなかの自然」を保つというこことは、大名屋

敷の庭園や花壇を管理するのとは違う野草管理の仕方をしなければならないことに、お役所はい

つ気が付くのでしょうか？ 

 

今では赤塚公園でも

とても珍しい植物にな

ってしまったオニノゲ

シが咲いてる場所があ

りました。5/26 にはき

れいさっぱり根元から

草刈りされていま

した（左の上）。で

も、ウマノアシガタ

が群生する場所だ

けは、群落を残して

草刈りが行われて

いました（右の下）。

アカツメクサやシロツメクサの群落も残っていました（左

の下）。公園事務所か草刈り業者さんの配慮だと思います

が、こういうのを見ると少し安心。 



黄色の花が満開の左の１枚の写真の中に、キンシ

バイとビヨウヤナギが写っています 

下の左からマメグンバイナズナ、チチコグサ（細長い葉の先に茶色の花）など、

このところの石神井川緑道では初お目見えの野草が続いています。土壌の掘り返しや持ち込みなど

が続いている結果だと思われます。絶滅危惧種というわけでもないけれど、今どきのまちなかでは

めったに見られなくなった野草たち。せっかく生えてきたのだから、こういう「自然」は大切にし

たいもの。このようにして初めて「みどり

のまちづくり」が出来上がるのではないで

しょうか？ 

←どう見ても、これコセンダングサ。

秋の草です。しかも、実までついていました。 


